



















MHD Mode1ing for the G 10ba1 Solar Corona 
太陽コロナの大規模MHD構造を調べるために、 CIP-MOCCT法を用いた、 3次元MHD
コードを作成した。いくつかのテスト計算によりその性能は検証済である。次に、本コー
ドを用いて、太陽風の3次元計算を、解が定常になるまで行なった(下図右)。境界条件に
は観測から得られる磁場を入力し、より現実的な構造を再現できるようにした。先行研究
と同様に太陽風構造を定性的に再現することができた。最後に、計算の安定性と物理的な
整合性を向上させるために、特性曲線の概念を用いた境界条件の適用を試みた。現在のと
ころ無反射境界条件を達成することが可能になっている。
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図:左:エラーマンボムの速度場構造、右:定常太陽風MHD解
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